
福島第一原子力発電所1号機の状況
（４月１２曰７:００現在）

発生後の主要な出来事
3/１１１４:４６運転中､地鰹により自動停止ビニニーニー￣＝－＝
３/１１１５:4210条通報(全交流電源喪失）
ﾖﾉﾕﾕﾕ63615条事象の発生(非常用炉心冷却装置注水不能）
3/12012015条事象の発生(格納容器圧力異常上昇）
ｙ１Ｚ１０:ﾕﾌﾍﾟﾝﾄ開始
3/１２１５３６爆発音
3/１２２０:２０海水及びホウ酸の炉心注水開始
3/２３０２:３３消火系に加え､給水系を使うことにより炉心への注水量増量

（２mﾖ/h÷18,3/h)｡９:００に給水系のみに切替(18,3/h÷11,3/h）
3/２４１１３０中央制御室の照明復帰
３/２５１５３７淡水の炉心注水開始
３/Ｚ９０８３Ｚ仮股電動ポンプでの炉心注水に切替
3/３１１Z:00～4/215:２６復水貯蔵タンク(CST)からサプレツシヨンプール水

サージタンク(SPT)へ移送開始

3/３１１３:03～16,4コンクリートポンプ車による放水(淡水）
4/３１Z:０２仮股電動ポンプの電源を仮設電源から外部電源に切替
4/３１３:５５復水器からCSTへ移送開始
4/６２２３０原子炉格納容器への窒素封入操作開始
4/７０１３１原子炉格納容器への窒素封入開始を確麗
4/９０４:１０原子炉格納容器への窒素封入を高純度窒素発生装置に切替
4/１００９３０復水器からCSTへの移送完了
4/1117:16頃地厩発生により外部電源が喪失するとともに炉心注水及び原

子炉格納容器への窒素封入停止
4ﾉﾕﾕﾕﾌ:５６外部函源復旧
4ﾉﾕﾕ１８:０４炉心注水再開
4/１１２３:１９原子炉格納容器への窒素封入操作開始
4/１１２３３４原子炉格納容器への窒素封入開始を確麗

原子炉圧力ＡＯ５１７ＭＰａ燕
原子炉圧力Ｂ１００９Ｍｐａ※

〈状況推移を継縦砿哩中）

状態:大きな変動なし
※:絶対圧に換算

原子炉水位Ａ－１６５０ｍｍ

原子炉水位Ｂ－１６５０ｍｍ
状態:燃料頂部から上記水位

が冠水していない。

原子炉水温度一℃
状態:データなし

原子炉圧力容器温度：
給水ノズル温度２１６２℃

（状況推移を継続確鹿中）

圧力容器下部温度１１９０℃

プール水温度

状態:計器不良

プール水温度

状態:計器不良

℃ ℃ ℃ 【温度

器不良
除熱

機能

除熱

機能

給
圧

原子炉格納容器圧力：
Ｏ１９０ＭＰａ 

状態:大きな変動なし

□ S／P水温一℃

状態:データなし

Ｓ／P圧力Ｏ１６５ＭＰａ

状態:大きな変動なし

非常用

発電機

除熱

機能

外部

電源

現状:プール及び炉心への淡水注入を継続

福島第一原子力発電所2号機の状況

１２曰了:００現在）(４月
発生後の主要な出来事

３/1114:４６運転中､地霞により自動停止１－￣.￣￣￣－－￣－コＩ
ヅユユユ5:４２ユ0条通報(全交流醗源喪失）
3/１１ユ6:３６１５条事象の発生(非常用炉心冷却装置注水不能）
3ﾉｴﾖﾕﾕ:００ベント開始
3/1413:２５１５条事象の発生(原子炉冷却徽能喪失）

3/141634海水の炉心注水開始
3/１４２２:５０１５条車象の発生(格納容器圧力異常上昇）

3/ｌ５ＣＯＤ２ベント開始
3/１５０６:10鰻発音発生

３/１５０６:20頃サプレツシヨンプール(圧力抑制室)損傷の可能性あり
ﾖﾉZO15p5～17:２０使用済燃料プール冷却系(FPC)から使用済燃料プール(SFP)に海水を注水
３/2015:４６パワーセンター受１，
３/Zユユ8:ＺＺ白煙が発生｡２２日7111にほとんど見えない程度に減少

３/ＺＺユ6n7SFPに海水を注水
3/Z51O:3D～１２:１９FPCからSFPに海水を注水
3/２６ユO:１０淡水の炉心注水開始
3/２６１６:４６中央制御室の照明復帰
3/２７１８３１仮設篭動ポンプでの炉心注水に切替
3/291630～18:２５仮設電動ポンプでの淡水のSFP注水に切替
3/２９１６:45～4/１１１:５０復水貯蔵タンク(CST)からサプレツシヨンﾌﾞｰﾙ水サージタンク(SPT)へ移送
3/３００９:25～２３:５０ＳＦPへ注水していたところ､仮設電動ポンプの不旧を確駆(9:45)｡消防ポンプに切替えて

注水するが.ホース破損が確駆(1Z:４７`垣:10)されたため､注水中断｡１９:０５に淡水注水を再開
4/ユ１４:56～17:O5FPCからSFPへ仮股騒動ポンプにより淡水注水
4/２０９:30頃取水口付近のピットにl000mSv/hを超える水が溜まっていること及びピット側面から､水が流出し

ていることを確麗

4/Ｚ１７ｎＯ復水器からCSTへ移送開始

4/３１２:12仮般電動ポンプの醗源を仮股囲源から外部電源に切替

4ノヨユヨ:47～14:３０ﾋﾞｯﾄ内に､おがくず20袋､高分子吸収材80袋､裁断処理した新聞紙3袋を投入
4脚０７:08～０７:ユユトレーサー(入浴剤)約13kgを海水配管トレンチ立坑から投入
4/411:05～１３:３７FPCからSFPへ仮股顛動ポンプにより淡水注水
4/514:１５トレーサーが立坑周辺の隙間から海へ流出していることを確浬｡１５:07から凝固剤の注入開始
4/６０５:38頃ピット側面からの水の流出が止まったことを確麗
4/７１３:Z9～ﾕ４３４FPCからSFPに淡水注水

4/９１３:１０復水器からCSTへの移送完了

4/１０１０:37～ﾕ238FPCからSFPへ仮股電動ポンプにより淡水注水
4/１１１７:16頃地震発生により外部醗源が喪失するとともに炉心注水停止

4/１１１７:５６外部電源復旧
4ﾉﾕﾕ１８８０４炉心注水再開

原子炉圧力ＡＯＯ７８ＭＰａ※
（状況推移を継続確厘中）

原子炉圧力ＤＯＯ７６ＭＰａ擬
（状況推移を継続確鹿中）

状態:大きな変動なし

※:絶対圧に換算

原子炉水位Ａ－１５００ｍｍ

状憩:燃料頂部から上記水位

が冠水していない。

原子炉水温度一℃

状憩:データなし

原子炉圧力容器温度：

給水ノズル温度１６５．８℃

圧力容器下部温度２０８１℃
（状況推移を継続確麗中）

プール水温度46.0℃プール水温度46.0℃0℃ 除熱

機能

圧

原子炉格納容器圧力：
Ｏ０９０ＭＰａ 

状態:大きな変動なし

l凰二ご帯『 可能性あり

Ｓ／P水温一℃

状態:データなし

Ｓ／P圧カーＭｐａ
（計器不良）

外部

電源

非常用
発電機

除熱

機能

現状:プール及び炉心への淡水注入を継続



福島第一原子力発電所３号機の状況
(４月１２日７:００現在）

発生後の主要な出来事
3/１１１４:４６運転中､地震により自動停止Ｈ￣￣－－￣－－－￣
3/1115:４２ユ0条通報(全交流電源喪失）
3/1305:1015条事象の発生(非常用炉心冷却装置注水不能）
ﾖﾉﾕﾖ０８:4エベント開始
ﾖﾉﾕﾖ１３:１２海水及びホウ酸の炉心注水開始
3/１４０５:ＺＯベント開始
ﾖﾉﾕ４０７:４４１５条事象の発生(格納容器圧力異常上昇）
3/１４ユユ:、蝿発音
3/160830頃白煙が発生
ｙ１７Ｏ９:48～10:01自衛隊ヘリによる放水
3/１７１９:０５～19:１５警察の高圧放水車による散水
ヨハフユ9:35～20:０９自衛隊の消防車により放水
３/１８ユ4時前～14:３８自衛隊消防車6台による地上放水～14:４５米軍消防車1台による地上放水
3/１９０:ﾖO～01:１０東京消防庁ﾊｲﾊﾞｰﾚｽｷｭｰ隊放水
3ﾉﾕ914:１０～3/ＺＯＯﾖ:４０束京消防庁ﾊｲﾊﾞｰﾚｽｷｭｰ隊放水
3/２０１ﾕ:００格納容器内圧力が上昇(320kPa)。その後､低下
3/ＺＯＺ１:36～3/Ｚ１０３Ｓ８東京消防庁ﾊｲﾊとﾚｽｷｭｰ隊放水
ﾖ/Zユ１５:55頃灰色がかった煙が発生｡17:55に煙が収まっていることを確麗
3/２２１５:ﾕO～16:ＯＯ東京消防庁ﾊｲﾊﾞｰﾚｽｷｭｰ隊及び大阪市消防局放水
ﾖ/ＺＺＺＺ:４６中央制御室の照明復帰
ﾖﾉＺ３１１:Oﾖｰﾕﾖ:２０使用済燃料プール冷却系(FPC)から使用済燃料プール(SFP)に海水を注水
ﾖﾉ２３ユ6:20頃黒煙が発生｡Z3SO頃及び3/２４０４:50に煙の発生が止んでいることを確認
ﾖ/Ｚ４０５:35～16,5FPCから5FPに海水を注水
ﾖ/２５ユヨ:Z8～16:ＤＯ東京消防庁の支援を受けた川崎市消防局による放水
ﾖﾉＺ５ユBpZ淡水の炉心注水開始
3/２７１２:34～14:36コンクリートポンプ車による放水(海水）
ｙＺ８ユ7:40～3/3108840項復水貯蔵タンク(CST)からサプレツシヨンﾌﾞｰﾙ水サージタンク(SPT)へ移送
ｙＺ８ＺＯ:３０仮設電動ポンプでの炉心注水に切替
4/ヨユZ:１８仮設露動ポンプの電源を仮設電源から外部電源に切替
4/１１ユフ:16頃地霞発生による1,2号機の外部電源喪失に伴い炉心注水停止
4/１１１８:０４１，Z号機の外部電源復旧(4ﾉﾕﾕﾕﾌ:56)により､炉心注水再開

くコンクリートポンプ車による放水(淡水)＞

３/２９ユ4:ﾕ7～18:１８，３/３１１６:30～19:33,4/ＺＯ９:5Z～1Z854,4/４ユフ803～19:１９，４/７０６:５３～8:5３
４/８１７:06～20:004/１０ユフ:ﾕ5～19:1５

原子炉圧力ＡＯＯ８２Ｍｐａ※
（状況推移を継続確偲中）

原子炉圧力ＣＯＯ２２ＭＰａ蕊
（状況推移を継続確麗中）

状態:大きな変動なし

※:絶対圧に換算

原子炉水位Ａ－１８５０ｍｍ

原子炉水位Ｂ－２２５０ｍｍ

状態:燃料頂部から上記水位
が冠水していない。

原子炉水温度一℃
状態:データなし

原子炉圧力容器温度：
給水ノズル温度１０５．４℃

〈状況推移を継続確鹿中〉

圧力容器下部温度１１５．６℃

プール水温度一℃
状態:計器不良

プール水温度一℃
状態:計器不良

除熱

機能

原子炉格納容器圧力
０．１０５２ＭＰａ 

状態:大きな変動なし

□ 
Ｓ／P水温一℃

状態:データなし

Ｓ／P圧力Ｏ１６９２ＭＰａ

状態:大きな変動なし

非常用

発電機

除熱

機能

外部

電源

"で●甸伊ｑＰ回Ｂ

現状:プール及び炉心への淡水注入を継続

福島第一原子力発電所4号機の状況

(４月１２曰７:００現在）
発生後の主要な出来事

地屡発生時､定期検査により停止中Ｕ－－－－－－￣－．－１
３/１４０４:０８使用済燃料プール温度84℃
ﾖ/１５０６:１４４Fの壁が－部破損の確麗
ヨハ５０９:ﾖ８３階部分で火災(1Z:２５鎮火）
3/１６０５:４５４号機で火災｡事業者によると現場での火は確認できず(０６:15）
3/2008:２１～09:４０自衛隊による使用済燃料プール(SFP)への放水
3/201830頃～19:４６自衛隊によるSFPへの放水
3/Zユ０６:３７～０８:41自衛隊によるSFPへの放水
3/Ｚ１１５:００頃パワーセンターまでのケーブル敷設完了
3/２２１０３５パワーセンター受電
くコンクリートポンプ車による放水(海水)＞

３/ZZ17:17～ZO:3Z､３/ZヨユO:００～ﾕﾖ:OZ､ヨノ２４ユ4:36～ｴｱ:30,3/２５ユ9:０５～２２，７、

３/2716:55～19:２５ 

３/２５０５:05～10:２０使用済燃料プール冷却系(FPC)からSFPに海水を注入
ﾖ/2911:５０中央制御室の照明復帰
4/１１ユフ:16頃地露発生

くコンクリートポンプ車による放水(淡水)＞
3/3014804～1833,4/１０８:28～14:14,4/３１７:14～２２:16,4/５１７:35～18:ZZ、

4ノブ1823～19:40,4/917:０７～19:2４

定検停止中

プール水温度:－℃
状態:計器不良

プール水温度:－℃
状態:計器不良

除熱

機能

除熱

機能

原子炉内に燃料体なし原子炉内に原子炉内に

□ 
外部

電源

非常用

発電機

除熱

機能

現状:原子炉圧力容器に燃料体が存在しない
プールへの淡水注入を継続



福島第一原子力発電所5号機の状況

（４月１２曰７:００現在）

応１章Fｷﾞﾖ可
原子炉圧力:o103MPa※

原子炉水位:１７５１ｍｍ

原子炉水温度:３３．１℃

状況:操作により圧力等を制御中。
※:絶対圧に換算

プール水温度:３５．７℃
状況:除熱機能が回復。

プール水温度:３５．７℃
状況:除熱機能が回復。

(温度:３５．７℃

熱機能が回復。
除熱

機能

熱
能

原子炉圧力容器温度：
原子炉水温度にて監視中。

発生後の主要な出来事
3/２０１４:３０冷温停止。’￣￣１
３/２１１１:３６外部電源から受電開始。
3/２３１７２４残留熱除去海水系(RHRS)ポンプが､仮設から本設の電源への切り替え

の際に自動停止。
3/２４１６:１４ＲHRSポンプの修理完了。
3/２４１６:３５冷却開始。

4/４２１:00～4/８１２:１４サブドレンピツトの低レベルの地下水を海洋に放出(約950t)。
4/１１１７:16頃地霞発生。

□ 
※ 

外部電源 除熱機能

※炉水とプール水を切替えて除熱

福島第一原子力発電所6号機の状況

（４月１２曰７:００現在）

定検停止中

プール水温度:３０．０℃
状況:除熱機能が回復。
プール水温度:３０．０℃
状況:除熱機能が回復。

除熱

機能

除熱

機能

除熱

機能
原子炉圧力:Ｏ１１７ＭＰａ※

原子炉水位:2387ｍｍ

原子炉水温度:２２．７℃
状況:操作により圧力等を制御中。
※:絶対圧に換算

原子炉圧力容器温度；
原子炉水温度にて監視中

発生後の主要な出来事
3/２０１９:２７冷温停止。’￣一一’

3/２２１９:１７外部電源から受電開始。

4/４２１:００～4/９１３５２サブドレンピツトの低レベルの地下水を海洋に放出(約373t)。
4/１１１７:16頃地霞発生。

○
○
 

○ 除熱機能外部電源

※炉水とプール水を切替えて除熱



※１：計器不良

蕊三百データ裸UJl対象外

蕊Ｓ：吠況雄､鍵E継続確認中福島第一原子力発電所プラント関連パラメータ
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論題７ｍa/ｈ
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